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I 問題の所在 4. 賃金政策
E 海軍工廠における労務政策の展開 5. 福利政策































製鋼所J(~経営史学』第22巻 4 号， 1988年)，
芥川哲土「武器輸出の系譜ー泰平組合の誕生ま


















関連において J (向上第34巻4号， 1987年〉
および「海軍兵器生産と民間資本の動向一」明























































































































































































































































































1890. 3 I 海軍造船工学校条例，改正
12 I 職工組合内規
91. 3 I 職工心得
92. 7 I 造船工務規程
8 I 職工人夫給与規則
93. 9 I 職工増減給内規
111 海軍機関学校条例
12 I 技手練習所規則
94. 3 I 職工心得，改正
95. 1 I 職工入業内規
96. 3 I 海軍定期職工条例
12 





99. 4 I 見習職工規則，改正
1900. 1 I 職工人夫給与規則，改正
12 I 職工心得，改正
職工増減給内規，改正




20. 2 I 工費請負細則





04. 3 1 海軍工廠工務規程
3 I 海軍職工規則
111 




07. 3 I 海軍造船工練習所条例，廃止
5 I 官役職工人扶助令
6 1 職工人夫扶助金支給細則
09. 6 I 職工募集内規
職工規則施行細則，改E
11. 10 I 海軍工務規則






































































































表3 横須賀工廠造船・造機部門における職工の構成 表 4 横須賀兵器廠における技手・
組 長 伍 長 平 職 工
211 660 2.820 


























計 年 手|職 工
3，691 1891 7 239 
(100.0) 1895 8 365 
10，491 1899 12 695 











































































































































































































































































































































































等級!日 給 l等級|日 給|等級|日 給
1等 1円40銭 13等 65銭 25等 35銭
2等 1円30銭 14等 62銭 26等 32銭
3等 1円20銭 15等 60銭 27等 30銭
4等 1円10銭 16等 57銭 28等 27銭
5等 1円 17等 55銭 29等 25室長
6等 95銭 18等 52銭 30等 22銭
7等 90銭 19等 50銭 31等 20銭
8等 85銭 20等 47銭 32等 18銭
9等 80銭 21等 45室長 33等 16銭
10等 75銭 22等 42主支 34等 14室長
11等 70銭 23等 40銭 35等 12銭































































































































































































































































































































































































































































(1988. 7. 8) 
98)室山前掲書， 337-340頁。
